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●例会日 毎週金曜日 １２：３０～１３：３０   ●会 長   下屋勝比古 

●例会場 高山市花里町 3-33-3  TEL  34-3988  ●幹 事     塚本 直人 

        大垣共立銀行高山支店 ４Ｆ   ●会報委員長    挾土 貞吉 

「 自 他 共 栄 」 
己を高め 地域や街へ還元し 尊敬されるクラブで活動しよう 

第２７４３回例会  

令和６年５月３１日 

新緑家族例会 

２０２３－２０２４年度 

ＲＩテーマ 

5月31日（金）関市 小瀬にて、総勢26名で新緑家族例会を

開催しました。折からの豪雨による川の増水で、残念ながら鵜飼

い船を堪能することが出来ず、鵜匠による餌やりを見学して来ま

した。 
 
＜スケジュール＞ 
16：00       高山市役所正面玄関前 バス出発 

17：30～20：00  鵜の家 足立 にて 宴席 

20：00～20：30  鵜への餌やり見学 

22：30           高山にて解散 

 

＜会長の時間＞ 
新緑例会は、聞いたことはあるけど行っ

たことがない「鵜飼い」を体験しようとい

うことで、関の小瀬鵜飼いを企画しまし

た。米山奨学生のパイさんや奥様７名もご

参加いただき楽しもう！というところでし

たが、直前の大雨の影響で長良川が増水し

鵜飼い船は出ず、残念です。天然鮎料理 

鵜の家足立での鵜が捕った天然鮎フルコースをご堪能下さい。 

食事のあと中庭で、鵜飼いの歴史や衣装の説明、鵜の餌やりな

ど実際の鵜を間近にご覧いただきます。鵜飼いの鵜は、茨城県で

２歳くらいの野生の鵜を捕まえて仕込むようです。自然界で生き

延びた経験は、卵から返して育てたよりたくましく、餌を捕まえ

る術をすでに身に着けているので、鵜匠での生活に慣れれば、ひ

もが切れて逃げても近くで容易に捕まえられるようです。人も一

から教える事よりも、厳しい世界で生き延びたほうが使えるし活

躍するものだと思います。 

あいにくの雨でしたが、間近で見る鵜は、アユを取るすごい漁

師であることを実感頂けると思います 
 
 

 
 

 

関での開催という事で、岐阜市から
米山奨学生のピィッピョーパイさん
もお招きしました。 

親睦委員長 井口さん、
準備のみならず 
パイさん自宅までの送り
届け、お疲れ様でした。 

異動により在籍2カ月
で退会となられる宮川
さん、新天地でのご活
躍お祈りいたします。 
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＜出席報告＞ 
 
 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出席者数 会員数 出席率 
１８名 ３７名 ５１．４３％ 

                        米澤 久二 
 

生前、母親がよく言っていました。「むかしの人はいいことを言っ

ている」「その言葉を集めたのがことわざで、ことわざを大切にしに

ゃいかん」 

 母の言葉を大事にして日めくりの片隅に書いてあることわざを毎

日読んできました。 

特に大事にしてしている一つが『急がば回れ』です。近道をする

な、リスクを避けて遠回りをする、と解釈されてますが、私は行動

するとき廻り道のようですが、基本に立ち返って振る舞うと理解し

ています。 

スポーツにたとえれば野球ならばキャチボール、卓球ならばラリ

ー、どんな名選手でもこの基本に立ち返って繰り返し練習している

と思います。下手な横好きな私のようなもののする卓球は、基本練

習を早々に切り上げすぐに試合をします。名選手は毎日基本練習を

欠かさないと思います。 

急ごうとするならば基本に立ち返ってものごとを進める。私はこ

の立ち返えりが必要と思う今日このごろです。 

なお私の基本の一つが４つのテストになると思います。 
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